
人事委員会議事録（第1656回） 
 

 

１ 開催日時 

    令和３年４月６日（火）15：00～16：00 

 

２ 開催場所 

    兵庫県人事委員会 審理室 
 

３ 会議に出席した者 

    委   員   松 田 直 人 委員長 

            鈴 木 尉 久 委 員 

長 尾   真 委 員 

    事務局職員   西 村 嘉 浩 事務局長 

            森 本 剛 史 任用課長 

            吉 川 昭 裕 給与課長 

岡 野 揮代美 任用課副課長兼給与課副課長 

             

開 会 

 

第１号議案 

 議事録の承認を求める件 

 
人事委員会議事録（第 1655 回）について、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

報告事項１ 

 人事委員会年報（令和２年度） 

 

任用課長が、標記年報の内容を報告した。 

 

（委員） 

P16の各競争試験の実施状況について、合格者の辞退が多いが、辞退申出はいつ頃あ

るのか。兵庫県は広いので、配属先を聞いた後に、勤務希望地と異なるとの理由で辞退

することもあるのではないか。 

（事務局）  

県よりも合格発表が遅い市役所の合格発表の時期に辞退者が一定数出る。薬剤師など

資格免許職では、卒業試験や国家試験が不合格となり、３月に辞退となるケースもある。 

具体的な配属先が伝えられるのは４月１日の辞令交付式の時である。３月下旬に、但

馬地域、丹波地域などの勤務地域が本人に通知されるが、勤務地域を聞いて辞退した人

はいない。 

（委員）  

行政Ａ区分の教育事務職など、辞退者が非常に多い職種があるが、何か理由があるの

か。毎年度とも多いのか。 



（事務局）  

教育事務職の辞退者は、令和元年度が３人、２年度は８人と増加したが、市役所に合

格したからなど辞退理由に大きな変化はなく、特別な理由は見当たらない。 

（委員）  

昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で国家公務員一般職の合格発表が行政Ａ

区分よりも後になったが、国に流れる人が増えるなど辞退状況に影響はあったのか。 

（事務局） 

昨年度の辞退者数は、令和元年度より増加したが、辞退者全体に占める国家公務員合

格を理由とする辞退の割合はそれほど変わらず、影響はなかったと考えている。 

（委員）  

経験者採用試験の辞退理由に現職継続が多いのはなぜか。県の待遇面の悪さに後で気

がついたとか、受験時に県の印象が悪かったなど、県側に原因があるのであれば、改め

る必要がある。 

（事務局）  

職場から強い慰留があり退職できなかったものである。待遇面に関しては、現職によ

っては給与等が下がることは面接の中で確認しているので、待遇の悪さを理由とした辞

退はないと考えている。 

（委員）  

辞退理由に着目するのは必要なことで、根掘り葉掘り理由を聞いて改善点を探ること

が大事だ。辞退者がなぜ他の合格先を選択したのか、アンケートを実施するなど、組織

的に情報収集を行ってもよいのではないか。 

（事務局） 

兵庫県がなぜ選ばれなかったのか、受験者の率直な意見を聞くことは、辞退防止対策

を考えるうえで必要と考えている。 

 

（委員）  

P17の警察官採用試験は辞退者数が多いが、１月17日実施分を含めると採用予定者を

確保できたのか。辞退者を予測して最終合格者数を決定しているのだろうが、令和２年

度は辞退者が大幅に増加したのか。もう少し多くの合格者は出せなかったのか。 

（事務局）  

大阪府警等他府県との併願が多いため、もともと辞退者が多く出る。辞退者数は見込

んだ上で最終合格者を決定したが、合格基準を満たした者が558人であった。 

 

（委員） 

P33の苦情処理のパワハラ・セクハラの相談件数は、10月に実施した職員勤務実態調

査の報告件数と合致しているのか。 

（事務局）  

職場の管理職より先に人事委員会に申出や相談があった場合等は、勤務実態調査で報

告されないこともあり、必ずしも合致していない。 

（委員）  

相談の中には、職場側の対応が明らかにおかしいケースもあったのか。 

（事務局）  

会計年度任用職員への勤務条件の説明が不十分で、改めて職場の管理職等から本人に



説明し解決した事例もある。 

（委員）  

同一職員が何度も相談することもあると思うが、相談件数19件は、相談人数・相談回

数のどちらを挙げているのか。 

（事務局）  

相談した職員の実人数を記載している。 

 

報告事項２ 

 看護師等採用試験（令和３年度）の実施予定（募集人数） 

 

任用課長が、標記試験の募集人数について報告した。 

 

（委員）  

募集人数は410名だが、昨年度も辞退者が40名出ている。人事委員会が実施する採用 

試験は、辞退者数を予測して多めに最終合格者を決定しているが、病院局ではどう対応

するつもりなのか。 

（事務局） 

過去の辞退率等を勘案し、最終合格者数を460名程度とする予定と聞いている。 

 

（委員）  

県立病院の看護師は何歳まで勤務できるのか。 

（事務局）  

一般事務職と同様に定年は60歳であり、その後本人の希望により65歳まで再任用職員

として勤務が可能である。 

 

報告事項３ 

 任命権者が行った処分 

 

任用課長が、警察本部長が行った１件の懲戒処分の内容及び理由を説明した。 

 

 

 

閉 会 


